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集合学習が行われました。（椎葉小学校にて）
全学年、１学期に１回（中学年～６／２０・２１、低学年～６／２７・２８、高学年～７／４・５）、２学期に１回の年間２回（４日間）計

画されています。集合学習のねらいは、次の３つです。
〇 村内同学年の仲間と、少ない人数ではなかなかできない学習や体験を通して、いろいろな考え方やものの見方を学ぶ。
〇 仲間との集団行動や集団生活をする中で、自分のことは自分でする力や自信をもって積極的に活動する力を身に付ける。
〇 村内の同学年の友達との交流を深めることで、仲間意識を高め、仲間とともにふるさと椎葉を大切にしていく気持ちをもつ。

たくさんの同級生と学習しながら交流を深めることができ、よい思い出にもなりました。２学期も楽しみですね。

落語の師匠 来校(7/8)
本校が、約３０年前から取り組んでいる落語活動ですが、８日（月）には、春風亭柳之助師匠と柱大黒さ

んが来校され、これまでの練習の成果を見てもらい、一人一人にアドバイスをしていただきました。また、
師匠から「落語はテンポと表情が大切」「落語を楽しんで」「失敗してもダメだと思わず、やり直せば大丈夫」
「人は人、自分は自分、比べる必要はない。」「自分なりの落語を作り上げてほしい。」といった技術面とと
もに心情面についても話していただきました。今回お二人からいただいたご指導をもとに練習を重ね、子ど
も落語全国大会や平家祭り、学習発表会等で披露していくとともに、師匠からの様々な教えを今後の人生にも生かしていってほしいですね。

月 火 水 木 金 土 日
７月１５日 １６日 １７日 １８日 １９日 ２０日 ２１日
海の日 第1回学校運営協議会 プール納会 終業式 夏季休業(8/27迄)

不土野歌謡選手権

７月２２日 ２３日 ２４日 ２５日 ２６日 ２７日 ２８日
夏季休業 夏季休業 夏季休業 夏季休業 夏季休業 こども落語全国大会予選 こども落語全国大会決勝
７月２９日 ３０日 ３１日 ８月１日 ２日 ３日 ４日
夏季休業 夏季休業 夏季休業 夏季休業 夏季休業
８月５日 ６日 ７日 ８日 ９日 １０日 １１日
夏季休業 夏季休業 夏季休業 夏季休業 学校閉庁日 山の日
８月１２日 １３日 １４日 １５日 １６日 １７日 １８日
振替休日 学校閉庁日 学校閉庁日 不土野地区夏祭り 学校閉庁日 学校閉庁日
８月１９日 ２０日 ２１日 ２２日 ２３日 ２４日 ２５日
夏季休業 夏季休業 夏季休業 夏季休業 夏季休業 PTA奉仕作業

魚しょく体験（予定）
８月２６日 ２７日 ２８日 ２９日 ３０日 ３１日 ９月１日
夏季休業 夏季休業 ２学期始業式 避難訓練(地震) 伝承活動③

※ この通信を作成した段階の予定です。 感染症対策やその他の理由で、変更になる場合があります。

 



栽培活動(6/19)
学校用務の佐和子先生が種から育てた花の苗を、子どもたちがポットからプランターに移植し

ました。天気のよい中で実施できてよかったです。毎年している上級生は慣れたもので手際よく
植え替えていました。子どもたちは苗を優しく扱いながら植えていましたよ。きれいな花が咲い
て学校を飾ってくれるように、今後子どもたちもお世話をしっかりしてほしいです。

学校にひえつき節が響いています
先月の１１日に続いて、黒木忠様に来校いただき、「ひえつき節」の指導をしていただき

ました。いつもご指導ありがとうございます。ひえつき節の歌詞の意味をふまえながら、
子どもたちは心を込めて歌っています。体育館や校内いっぱいに子どもたちの声が響き渡
ります。一生懸命でとてもいい声です。忠さんからも「前回より声が出ている」とお褒め
の言葉をいただきました。
児童は、９月に行われる「第３８回ひえつき節日本一大会」に出場予定です。これまで

の練習の成果を発揮して、椎葉の山々に響き渡る歌声を聞かせてほしいですね。

学校訪問(7/10)
村教育委員会より、教育長、教育委員、指導主事の皆様方６名が来校され、子どもたちの学習の様子等を見ていただきました。

学校の現状や施設の状況等について協議をした後、２校時に１・２年生の授業、３校時に４・６年生の授業を参観されました。どちらも算数
の複式指導による授業でしたが、子どもたちが一生懸命取り組んでいる姿に「みんな頑張っていますね」との感想をいただきました。
他にも、様々なご意見やご指導をいただきましたので、子どもたちのために職員一同で力を合わせて頑張っていきます。

プール納会(7/17)
当初１０日に予定してましたが、雨のため１７日に実施しました。とても天気がよく、楽しいプール納会となりました。これまで冷たい水

の時でも練習を頑張ってきました。その成果を距離や速さで試しました。中には１０５ｍを泳ぎ切った６年生もいました。水泳学習期間でそ
れぞれの目標達成に向けて頑張った子どもたちでした。
また、後半では「着衣泳」も行いました。「水の中で服を着ていると、思うように動けないこと」を確認し、「水に浮かぶ方法」について体

験しました。ペットボトル等の浮かぶものを利用した方法も試しました。こちらも貴重な経験になりました。
毎年各地で水の事故が聞かれます。自分の命を自分で守るための泳力や知識は必要です。しっかりと身に付けておいてほしいですね。

ＳＯＳの出し方教室(7/17)
スクールカウンセラーの先生に来校いただき、4・6年生に授業を行っていただきました。「人は、子どもであ

っても大人であっても何らかの悩みや困ったことがある。」「その悩みを解決するためには、誰かに相談をする。」
「もちろん友達でもいいけど、信頼できる大人も、できれば３人は見つけるといいですね。」「他にも相談する電
話やＳＮＳもありますよ」というお話がありました。分け合うと軽くなること、大人は入れ物が大きいので、た
くさん受け入れてくれることについて、悩みを液体に見立てて実験していただきました。
学ぶところがたくさんあった授業でした。６年生は中学生になると人数が増えます。勉強のことや人との関わ

り方について悩みをもつことも出てくると思います。そのような時に今回学んだことを思い出して行動してほし
いですし、今後の人生に生かしていってほしいと思います。命は一つしかありません。お互いに尊重し合い、大
切にしてほしいと願っています。私もこの授業に参加して、子どもの悩みに「気づき・よりそい・受けとめる」
大人になりたいと感じました。


